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今
日
、
国
際
化
・
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
地
球
環
境
問
題
な

ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
の
低
下
、
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
や
体
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
規
範
意
識
の
低
下

な
ど
の
喫
緊
の
課
題
が
多
く
あ
り
、
今

後
、
さ
ら
に
様
々
な
激
し
い
社
会
の
変

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
や
教
育
を

取
り
巻
く
今
日
的
課
題
に
対
し
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
果
た
し
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
き
、

郷
土
を
愛
し
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

生
き
る
三
芳
の
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
新
し
い
教
育
基
本
法
の

「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、

小
中
一
貫
教
育
等
の
取
組
を
進
め
る

な
ど
「
確
か
な
学
力
」
「
豊
か
な
人
間

性
」
「
健
や
か
な
身
体
」
の
調
和
の
と

れ
た
教
育
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
住
民
が
、
豊
か
な
人

生
を
築
く
た
め
に
生
涯
を
通
じ
て
あ
ら

ゆ
る
場
で
主
体
的
に
学
び
続
け
る
と
と

も
に
「
ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
い
、
支
え

あ
い
」
の
多
様
な
学
習
活
動
に
取
り
組

み
、
み
ど
り
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
三
芳
に
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
今
後

も
、
三
芳
町
教
育
委
員
会
は
、
国
や
県

の
取
組
や
提
言
、
「
生
き
る
力
と
絆
の

埼
玉
教
育
プ
ラ
ン
」
等
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
三
芳
町
第
４
次
総
合
振
興
計

画
の
基
本
計
画

「
豊
か
な
生
涯
学
習

を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」
に
そ
っ
て
、

「
豊
か
な
知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く
む
三

芳
教
育
」
の
実
現
を
目
指
し
、
次
の
よ

う
な
目
標
を
立
て
、
教
育
行
政
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
度
情
報
化
、
国
際
化
、
少
子
・
高

齢
化
な
ど
の
変
化
の
激
し
い
社
会
の
な

か
で
、
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
住
民
の
多

様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
意
欲
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
学
習
機
会
の
提
供
や
学

習
内
容
・
学
習
方
法
の
改
善
充
実
、
さ

ら
に
、
学
校
・
家
庭
や
地
域
、
大
学
、

企
業
等
と
の
連
携
を
図
り
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

◆
社
会
教
育
の
充
実

◆
青
少
年
育
成
の
充
実

◆
公
民
館
の
運
営
改
善
と
充
実

◆
町
立
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆
資
料
館
活
動
の
推
進
と
充
実

　

先
人
た
ち
の
築
き
あ
げ
て
き
た
歴
史

や
文
化
を
伝
え
る
文
化
財
を
調
査
し
、

保
存
す
る
こ
と
は
、
町
の
歴
史
や
文
化

を
知
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
町
の
将
来

の
姿
を
描
く
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
大
切
な
文
化
財
を
調
査
し
、
正
し

く
伝
え
る
た
め
の
適
切
な
保
存
と
、
文

化
財
を
活
用
し
た
郷
土
学
習
と
文
化
財

愛
護
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
文
化
財
の
調
査
保
存
の
推
進

◆
文
化
財
の
保
護
計
画
の
推
進

◆
文
化
財
の
活
用
と
郷
土
学
習
の
推
進

踏
ま
え
、
確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
基
礎
・
基
本
を
徹
底
し
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
目
指

し
て
、
創
意
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し
、

体
験
活
動
や
言
語
活
動
の
充
実
等
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
が
確
実
に
身
に
付
け
る
、

教
育
に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
「
学

力
」
「
規
律
あ
る
態
度
」
「
体
力
」
に

取
り
組
み
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
一
層
推

進
し
、
生
き
る
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◆
確
か
な
学
力
を
は
ぐ
く
む
学
習
過
程

　

・
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

◆
国
際
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

◆
特
別
支
援
教
育
の
充
実

◆
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
す
べ
て

の
住
民
の
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な
教
育

活
動
を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
意
識
を

高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
の
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む

た
め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
体
験
活

動
な
ど
を
通
し
て
「
命
を
大
切
に
す
る

心
の
教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
の
推
進

◆ 

地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進

◆ 

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
道
徳
教
育
の

充
実

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
教
育
の
充
実

◆
生
徒
指
導
の
取
組
の
充
実

◆
教
育
相
談
活
動
の
充
実

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
力
を
生
か
し
、
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
正
義

感
、
規
範
意
識
や
他
人
を
思
い
や
る
心

な
ど
を
持
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
を
図

る
た
め
、
家
庭
教
育
や
地
域
活
動
の
支

援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
に
住
民
一
人
一
人

の
関
心
を
高
め
、
地
域
や
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
、
住
民
と
と
も
に
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

◆ 

家
庭
・
地
域
の
協
力
支
援
体
制
の
充
実

◆
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

学
校
の
組
織
力
の
強
化
を
図
り
、
経
営

力
や
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教

育
へ
の
情
熱
・
使
命
感
、
専
門
的
な
指

導
力
、
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
教
職

員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
の
９
年
間
の
連
続
性
を
重
視
し

た
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
庭
や
地
域
の
人
々
、
企
業
や
大
学
等

と
の
連
携
を
深
め
、
信
頼
さ
れ
る
質
の

高
い
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
や
地
域
人
材

の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

◆
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

◆
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

◆
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

◆
学
校
環
境
・
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を

　

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、

子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
づ

く
り
な
ど
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活

性
化
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
が
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る

機
会
を
つ
く
り
、
健
康
で
明
る
く
活
力

に
満
ち
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

◆
学
校
体
育
施
設
の
活
用

◆
学
校
体
育
・
健
康
安
全
教
育
の
推
進

◆
学
校
給
食
の
充
実

健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む

健
康
教
育
の
推
進

7

文
化
財
保
護
と
郷
土
学
習

活
動
の
推
進

6

創
意
あ
る
学
校
経
営
の
充
実
と

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

2

ぬ
く
も
り
の
あ
る
豊
か
な

地
域
社
会
の
実
現

1

確
か
な
学
力
と
自
立
す
る
力
を

は
ぐ
く
む
教
育
活
動
の
充
実

3

人
権
を
尊
重
し
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進

4

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

5

平
成
23
年
度
教
育
行
政
重
点
施
策

三
芳
教
育
の
目
標

　

三
芳
町
教
育
委
員
会
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
、
三

芳
町
民
憲
章
に
則
し
、

◆ 

未
来
を
切
り
拓
き
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
で
き
る
知
性
を
高
め
、
心
身
と
も
に
健
康
で

感
性
豊
か
な
心
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、
志
を

も
っ
た
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
成
し
ま
す
。

◆ 

す
べ
て
の
住
民
が
、
み
ど
り
豊
か
な
「
ふ
る
さ

と
三
芳
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に

学
び
、
そ
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

を
目
標
に
設
定
、
達
成
の
た
め
諸
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
「
三

芳
教
育
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
内
線
５
３
５
）
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平
成
23
年
１
月
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
北
東
部
が
豪
雨
に
よ

る
大
洪
水
の
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
洪
水
は
１
月
13

日
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
３

の
都
市
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
達
し
ま

し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

し
た
三
芳
東
中
学
校
の
生
徒
会

長
か
ら
、
三
芳
中
学
校
、
藤
久

保
中
学
校
の
生
徒
会
長
に
、
三

芳
町
の
中
学
校
３
校
合
同
で
募

金
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
を

受
け
た
２
校
の
生
徒
会
長
も
、

そ
の
意
図
を
く
み
取
り
快
く
提

案
を
受
け
入
れ
、
即
行
動
に
移

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
も
、
国
内
外
に
お

い
て
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
時
な
ど
、
学
校
ご
と
に
義
援

金
を
集
め
被
災
地
に
送
る
等
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
の
よ
う
に
３
校
が

合
同
で
募
金
活
動
を
実
施
す
る

の
は
初
め
て
の
試
み
で
、
三
芳

町
と
は
平
成
５
年
か
ら
交
流
を

始
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ

リ
ス
ベ
ン
市
に
あ
る
ア
ス
コ
ッ

ト
小
学
校
へ
の
支
援
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　

三
芳
町
か
ら
は
海
外
派
遣

団
と
し
て
中
学
校
３
年
生
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ

ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
を

訪
れ
、
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校
か

ら
は
親
善
訪
問
団
と
し
て
小
学

校
５
・
６
年
生
が
日
本
に
や
っ

て
く
る
相
互
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
、
名
所
旧
跡
を
訪
れ
た
り
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
６

月
28
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の

９
日
間
、
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学
校

か
ら
12
名
の
少
年
少
女
が
親
善

訪
問
団
と
し
て
三
芳
町
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
三
芳
町
か
ら
の

中
学
生
海
外
派
遣
団
は
平
成
21

年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
に
よ
り
見
合
わ
せ
て
以

来
、
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
過

去
の
長
年
に
わ
た
る
交
流
の
歴

史
が
、
３
人
の
生
徒
会
長
た
ち

の
心
を
突
き
動
か
し
た
の
で
す
。

各
校
の
募
金
活
動
は
今
ま
で

に
行
っ
た
ど
の
募
金
活
動
よ

り
意
欲
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
は
り
、
過
去
の
交
流
に
よ
り

培
わ
れ
て
き
た 

絆

が
あ
っ

た
た
め
、
よ
り
身
近
な
こ
と
と

し
て
受
け
止
め
た
か
ら
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
３
校
合
わ
せ
て

９
９

３
３
９
円
の
募
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。
募
金
だ

け
で
は
な
く
、
励

ま
し
の
言
葉
を

集
め
た
色
紙

や
応
援
の

メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い

た
旗
な
ど

も
一
緒
に
送

ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

遠
く
離
れ
て
い
て
も
、

心
と
心
は
結
び
つ
い
て
い
る

 

国
境
を
越
え
た
絆

を
感
じ
、

心
温
ま
る
思
い
を
し
ま
し
た
。

三
芳
町
の
３
つ
の
中
学
校
合
わ

せ
て
９
９
２
人
の
気
持
ち
が
、

遠
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
の
ア
ス
コ
ッ
ト
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
に
届
く
日
が

待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
石
燈
籠
は
、
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
、
農
作
物
の

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
大

山
石
尊
大
権
現
（
現
伊

勢
原
市
大
山
阿
夫

利
神
社
）
に
献

灯
し
、
雨
乞

い
と
五
穀

豊
穣
を
祈

願
す
る
た

め
、
上
富

村
一
同
に

よ
り
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

記
録
に
よ
る
と
、

建
立
費
用
に
は
年

貢
の
余
剰
分
二
十
四
両

が
充
て
ら
れ
、
引
俣
町
（
現
志

木
市
）
の
石

工
・
籐
兵
衛

に
よ
り
製
作

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
燈

籠
設
置
三
日

目
に
し
て
笠

の
部
分
が
落

下
し
て
破
損

し
た
た
め
、

笠
部
分
の
み
造
り
替
え
ら
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
破
損
し

た
元
の
笠
部
分
は
、
上
富
の
天

王
様
（
旧
島
田
家
住
宅
東
側
）

の
手
水
鉢
に
転
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

燈
籠
は
、
最
初
に
け
や
き
並

木
通
り
の
上
富
交
差
点
中
央
に

置
か
れ
、
大
き
く

そ
び
え
て
道
し
る

べ
の
役
割
も
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

明
治
前
期
に
陸
軍

が
作
成
し
た
フ
ラ

ン
ス
式
彩
色
地
図

に
は
、
そ
の
土
地

を
代
表
す
る
風
景

や
著
名
な
建
物
な
ど
に
つ
い
て

ス
ケ
ッ
チ
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

上
富
部
分
の
図
に
は
、
こ
の

大
石
燈
籠
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
際
立
っ
た
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
石
燈
籠
は
移

転
を
繰
り
返
し
ま
す
。
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
交
差
点
の

南
隅
に
移
さ
れ
、
昭
和
に
な
っ

て
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

交
差
点
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

南
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
二
月
、
県
道
の
歩
道

整
備
に
伴
い
、
現
在
の
上
富
中

下
子
供
広
場
入
口
脇
に
移
設
さ

れ
、
よ
う
や
く
安
住
の
地
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ふ
と
周
囲
の
喧
騒
が
途
絶
え

た
時
、
大
石
燈
籠
を
見
上
げ
て

い
る
と
、
往
時
の
人
々
の
素
朴

な
信
仰
心
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

国境を越えた“絆”

第一回　大石燈籠

　

今
月
号
よ
り
、
歴
史
探
訪
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
町
内
に
残
る
文

化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
富
の
け
や
き
並
木
通
り
を
行
く
と
、
上
富
中
下
子
供
広
場
入

口
脇
に
大
き
な
石
燈
籠
が
見
え
て
き
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
七

年
に
町
指
定
文
化
財
と
な
り
、
本
年
二
月
に
移
設
さ
れ
た
大
石
燈

籠
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥４月16日 、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

〈中央図書館〉
≪新

しんねんど

年度としょかん・くらぶ会
かいいんぼしゅう

員募集！≫
第４土曜日に開

かいさい

催（４、７、９、 月を除
のぞ

く）

＊ ： ～ ： 　１・２年
ねんせい

生　 人

＊ ： ～ ： 　３～６年
ねんせい

生　 人

内
ないよう

容／本の読み聞かせとブックトークで本

　　　に親しみます。

申
もうしこみ

込／４月８日 ： から中
ちゅうおうとしょかん

央図書館に

　　　て受付け。電
で ん わ ふ か

話不可。

　　　本人か家族のみ申し込めます。

ぐりぐらタイム
（絵

えほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
てあ そ

遊び・本の紹
しょうかい

介 )

第１・３金曜日

： ～ ： 　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

： ～ ： ２・３歳～（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　 ： ～ ： 　 歳～小学生

かにかにこそこそ
　（昔話などを覚えて語る練習会）
第３水曜日　 ： ～ ： 　大人対象

★おはなしはじめのいっぽ　－当日参加－
～覚えてみたい楽しいお話がいっぱい～

　　　（小さいお話〈語り〉、手遊び、わらべうた）

： ～ ： 　語りに興味のある方、聞く

だけの方、どなたでも（赤ちゃん連れＯＫ）

〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム
（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４火曜日

～ 　６か月～３歳（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会
　 　　（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日　 ～ 　４歳～小学生

4月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

☆

休

休

休

休

◆ 休

休休 休 休

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

図
書
館
の
本
棚
「
パ
ン
ダ
」
の
本　

別
置
紹
介
中

【
児
童
書
】
『
コ
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん

－

菅
野
ぱ
ん
だ
写
真
集

－

』

菅
野
ぱ
ん
だ 

撮
影

リ
ト
ル
モ
ア　

二
〇
〇
六
年
七
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

上
野
動
物
園
に
や
っ
て
き
た
パ
ン
ダ
の
故
郷
は
、
臥

龍
中
国
パ
ン
ダ
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
。
本
書
は
、
そ
こ

で
の
パ
ン
ダ
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
る
楽
し
い
写
真
集

で
す
。
パ
ン
ダ
の
子
育
て
豆
情
報

も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。

【
一
般
書
】『
パ
ン
ダ
の
死
体
は
よ
み
が
え
る
（
ち
く
ま
新
書
）』          

              

遠
藤
秀
紀 

著

筑
摩
書
房 

２
０
０
５
年
２
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
４
８
１
エ

　

く
ま
科
の
パ
ン
ダ
が
竹
を
掴
め
る
の
は
、
パ
ン
ダ
に

親
指
に
当
た
る
「
偽
の
指
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
、
長
年

信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ン
ダ
の
遺
体

解
剖
を
担
当
し
た
著
者
が
真
実
を
発
見
し
た
の
で
す
。

【
児
童
書
】
『
パ
ン
ダ
の
手
に
は
、
か
く
さ
れ
た
ひ
み
つ
が
あ
っ
た
！
』

山
本
省
三 

文　

喜
多
村
武 

絵　

遠
藤
秀
紀 

監
修

く
も
ん
出
版　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

『
パ
ン
ダ
の
死
体
は
よ
み
が
え
る
』
の
著
者
、
遠
藤

氏
が
新
発
見
を
す
る
ま
で
の
研
究
内
容
を
子
ど
も
た
ち

に
紹
介
す
る
本
。
動
物
の
体
の
不
思
議
や
進
化
の
秘
密

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
の
面
白
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

小
宮
輝
之 

著

中
央
公
論
新
社　

二
〇
一
〇
年
六
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
４
８
０

　

明
治
五
年
、
湯
島
の
展
覧
場
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
展
示
し
て
以
来
、
１
４
０
年
の
歴
史
を
誇
る
上
野

動
物
園
。
そ
の
激
動
の
歴
史
を
、
初
め
て
の
ゾ
ウ
、
ト

ラ
、
パ
ン
ダ
な
ど
動
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
り

ま
す
。

【
一
般
書
】『
物
語
上
野
動
物
園
の
歴
史　

－

園
長
が
語
る
動
物
た
ち
の
１
４
０
年

－

（
中
公
新
書
）』

＊
午
前
の
部
／
絵
本
・
紙
芝
居
・

人
形
を
使
っ
た
わ
ら
べ
う
た

10
時
30
分
〜
10
時
55
分
…
え
ほ

ん
の
部
屋
（
１
〜
３
才
向
き
）

11
時
〜
11
時
15
分
…
自
転
車
紙

芝
居
（
図
書
館
前
広
場
）

☆
え
ほ
ん
ワ
ー
ル
ド 

子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

４
月

日

中
央
図
書
館
に
て

11
時
20
分

〜
正
午
…
え

ほ
ん
の
部
屋

（
４
才
〜
小

学
生
向
き
）

正
午
〜
12
時
15
分
…
自
転
車
紙

芝
居
（
図
書
館
前
広
場
）

＊
午
後
の
部
／
映
写
会
「
ぐ
る
ん

ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
・
ブ
レ
ー
メ
ン

の
お
ん
が
く
た
い
他
」

上
映
時
間
…
午
後
１
時
〜
１
時
50

分
／
午
後
２
時
10
分
〜
３
時

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

みよし歴史探訪

文化財を訪ねて

★


